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【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/7105  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7052  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/198   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/375   　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/08    　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/60    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/02    １０７　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/02    １０１　
   Ａ２３Ｌ   1/30    　　　Ｚ
   Ａ２３Ｌ   1/305   　　　　
   Ａ２３Ｌ   1/30    　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月15日(2011.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
栄養ドリンク剤であって、該ドリンク剤の全質量に基づいて、
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ａ）ＲＮＡ、リボヌクレオチド及びリボヌクレオシドからなる群より選択される１種以上
の化合物を０．０３ないし３質量％、
ｂ）Ｌ－アルギニンを０．５ないし９質量％、
ｃ）Ｌ－アスコルビン酸を０．１ないし１０質量％、及び
ｄ）ｐＨ調整剤を０．４８ないし６質量％
含み、ｐＨが３ないし４である栄養ドリンク剤。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　即ち、本発明は、
（１）栄養ドリンク剤であって、該ドリンク剤の全質量に基づいて、
ａ）ＲＮＡ、リボヌクレオチド及びリボヌクレオシドからなる群より選択される１種以上
の化合物を０．０３ないし３質量％、
ｂ）Ｌ－アルギニンを０．５ないし９質量％、
ｃ）Ｌ－アスコルビン酸を０．１ないし１０質量％、及び
ｄ）ｐＨ調整剤を０．４８ないし６質量％
含み、ｐＨが３ないし４である栄養ドリンク剤、
（２）前記成分ｂ）：前記成分ｃ）の質量比が１：０．２～６である前記（１）記載の栄
養ドリンク剤、
（３）前記質量比が１：０．２～０．２５である前記（２）記載のドリンク剤、
（４）ＲＮＡ、リボヌクレオチド及びリボヌクレオシドからなる群より選択される１種以
上の化合物が、酵母から抽出したＲＮＡ、リボヌクレオチド及びリボヌクレオシドからな
る群より選択される１種以上の化合物である前記（１）ないし（３）の何れか１つに記載
の栄養ドリンク剤、
（５）前記酵母がビール酵母である前記（４）記載の栄養ドリンク剤、
（６）更に、鮭由来の白子抽出物を含む前記（１）ないし（５）の何れか１つに記載の栄
養ドリンク剤、
に関する。
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